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ー表紙の写真についてー

　10月 1日に開催されたリバーパークマラソン記録会の様

子です。清々しい天候の中、子どもから大人まで 183 名が

ゴールを目指して走りました。

　倶知安中学校吹奏楽部の定期演奏会が 9 月

25 日に町文化福祉センター大ホールで開催さ

れました。第 1部では北海道吹奏楽コンクール

札幌地区大会でも演奏した歌劇「フラ・ディア

ボロ」序曲を披露し、感動を届けました。

　10月9日に開催を予定していた第1回ぽてふぇ

す。残念ながら悪天候のため中止となりました

が、じゃがいもを使ったレシピコンテストぽて

こんでは、蘭越町在住林栄子さんが考案したじゃ

が春巻きが No.1 に輝きました。

　10 月 15 日、倶知安中学校では、学校祭が行

われました。クラスごとに数々の製作に取り組

みましたが、特に合唱コンクールでは、3 年生

がクラスの一体感を見せ、最上級生らしい合唱

を聞かせてくれました。

　10月 8日、北海道太鼓連盟創立 30周年とくっ

ちゃん羊蹄太鼓保存会の創立 40周年記念行事

として「鼓魂東西 2016 和太鼓の響演」が開催

され、全道各地から 20 以上の団体が集まり、

多彩な演奏を披露しました。

まちの 題●話
－ PHOTO SPOT－

全員の心をひとつに全員の心をひとつに

和太鼓の響きが地域を結ぶ和太鼓の響きが地域を結ぶ 特産品でおいしいレシピ特産品でおいしいレシピ

鈴小鳥私～みんなちがって みんないい～鈴小鳥私～みんなちがって みんないい～

　9月 25 日に絵本館まつりが開催されました。

　今年は「人形劇団ブランコ」による腹話術と

人形劇に、多くの子どもたちが集まり、人形の

面白おかしいやり取りを、みんなが笑顔で楽し

んでいました。

笑顔あふれる楽しい時間笑顔あふれる楽しい時間

　10 月 10 日に羊蹄山避難小屋の常駐期間を終

えた管理人2名が、11日、町長室を訪れ、町長（羊

蹄山管理保全連絡協議会会長）に対し旧小屋の

解体工事終了や、今年の登山状況などについて

報告を行いました。

大きな事故もなく夏山シーズン終了大きな事故もなく夏山シーズン終了
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決
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算報告まちの家計簿

　ここで挙げた数字は、一般会計、特別会計と水道事業会計の 27 年度決算額

です。一般、特別、水道事業会計の決算額は、監査委員による関係書類の審査

を経て町議会に提出し、9月定例町議会で、審議・認定されました。

　併せて、28 年度予算の上半期（4 － 9 月）の執行状況、町人事行政の運営な

どの状況もお知らせします。

　地方自治法第243条の3第1項、

倶知安町の財政事情説明書の作成

及び公表に関する条例に基づき、

平成 27 年度 1 年間の町財政の決

算を報告します。

平成2727年度

平成 27 年度決算額総括表

会　　　計　　　名 歳 入 歳 出 歳入歳出差引額

一　　般　　会　　計 80 億 3268 万円 77 億 3518 万円 2億 9750 万円

特　　別　　会　　計 17 億 8310 万円 18 億 4734 万円 ▲ 6424 万円
国 民 健 康 保 険 7億　294 万円 7億 7806 万円 ▲ 7512 万円

後期高齢者医療 1 億 5648 万円 1億 5026 万円 622 万円

介護保険サービス 558 万円 558 万円 0万円

公　共　下　水　道 9億 1112 万円 9億　758 万円 354 万円

地 方 卸 売 市 場 698 万円 586 万円 112 万円

全　　　会　　　計 98 億 1578 万円 95 億 8252 万円 2億 3326 万円

水道事業会計決算総括表
収益的収支（水道水を各家庭に送るための費用） 資本的収支（施設の建設・改良のための費用）

収入（消費税込み）

区　　分 決 算 額

工事負担金 237 万円

他会計負担金 2266 万円

不 　足 　額
（補てん財源）

1億 7621 万円

計 2億 124 万円

支出（消費税込み）

区　　分 決 算 額

建設改良費 1億 3055 万円

企　 業 　債
償　 還 　金

7069 万円

計 2億 124 万円

収入（消費税除く）

区　　分 決 算 額

水 道 料 金 2億 4076 万円

他会計負担金 897 万円

その他収益 8094 万円

計（ a ） 3 億 3067 万円

注）人件費は非常勤職員分除く

支出（消費税除く）

区　　分 決 算 額

人 　件 　費 4803 万円

減価償却費 1 億 687 万円

維持管理費 4311 万円

支 払 利 息 2963 万円

そ 　の　 他 4105 万円

計（ b ） 2 億 6869 万円

経常利益（aーb）  6198 万円

27 年 度 の 主 な 事 業
①一人ひとりを大切にするまち
・地域医療体制の整備事業（事業費 1億 7619 万円）
　救急医療体制の充実や常勤医師確保への対策事業を実施
・予防接種事業（事業費 2973 万円）
　病気に対する抵抗力を高め、感染症の罹患と流行を予防
　するためのワクチン接種委託事業を実施

②子どもが心身ともに健やかに育つまち
・学校給食センター整備事業（事業費 1億 2996 万円）
　平成 29 年度春の新センター稼働を目指し、建設工事に
　着手
・児童館、放課後児童クラブ運営事業（事業費 2831 万円）
　保護者が就労などにより昼間家庭にいない小学校低学年
　（1年～ 3年）の児童の健全育成事業を実施

③やる気いっぱいのまち
・商店街活性化事業補助（事業費 2129 万円）

　商店街の活性化のため商店連合会事業、プレミアム商品

　券発行事業に対し、経費の一部を助成

④人と人とのつながりがあるまち
・社会教育・青少年教育事業（事業費 592 万円）
　町内小学校 5年生を対象とした様々な体験活動を展開す
　るくっちゃんワンダーキッズや観光パートナーシップ協
　定を結んでいる日光市の子どもたちとの交流、65 歳以上

　の方を対象とした教育事業である寿大学などを実施

⑤安全に暮らせるまち
・街路防犯灯設置・維持費補助金（事業費 2377 万円）
　地域ぐるみで犯罪を未然に防ぎ、明るい環境づくりと省
　エネ対策を実施

⑥次の世代に引き継げるまち
・除雪対策事業（事業費 4億 1745 万円）
　車歩道の除排雪、流雪溝の管理、私道除排雪に対する補
　助などを実施
・道路改良修繕および橋りょう維持補修事業（事業費3億4531万円）
　各町道の補修や歩道造成、橋りょう修繕などを実施
・北海道新幹線推進事業（事業費 992 万円）
　新幹線まちづくり検討委員会において「駅前通りのあり
　方」について検討し、北海道新幹線 PR 活動や町民啓発事
　業として絵・習字コンクールなどを実施
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一 般 会 計

歳
入

歳
出
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要
な
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町
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借
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業
に
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立
金
増

歳　
　

入

語句解説
①自主財源＝自主

的に収入する財源

を表します。ここ

では、町税、繰入

金、繰越金、使用

料・手数料、諸収

入、分担金・負担金、

財産収入、寄附金

をいいます。

②依存財源＝国や

道から交付される

財源を表します。

こ こ で は、 主 に、

地方交付税、国庫

支出金、道支出金、

地方譲与税などを

いい、町債も含ま

れます。

区　　　　　　　　　分 決　　算　　額 前年度比 構成比（かっこ内は前年度）

自
主
財
源

町　　　　　　　　　税 22 億 8612 万円 6.8％ 28.4％

41.7％

（42.7％）

繰　　　　入　　　　金 1億 2481 万円 ▲ 64.7％ 1.6％

繰　　　　越　　　　金 3億 5855 万円 30.5％ 4.5％

使 用 料　・　手 数 料 1 億 7359 万円 ▲ 2.2％ 2.2％

諸　　　　収　　　　入 2億 4581 万円 ▲ 25.0％ 3.1％

分 担 金　・　負 担 金 8852 万円 14.3％ 1.1％

財　　産　　収　　入 4564 万円 13.0％ 0.6％

寄　　　　附　　　　金 1845 万円 158.0％ 0.2％

依

存

財

源

地　方　交　付　税 25 億 3190 万円 ▲ 2.7％ 31.4％

58.3％

（57.3％）

町　　　　　　　　　債 5億 8527 万円 7.4％ 7.3％

国　庫　支　出　金 6億 7220 万円 ▲ 5.5％ 8.3％

道　　支　　出　　金 4億 3612 万円 16.8％ 5.4％

地 方 消 費 税 交 付 金 3 億 2719 万円 62.2％ 4.1％

地　方　譲　与　税 9328 万円 4.4％ 1.2％

地 方 特 例 交 付 金 529 万円 18.6％ 0.1％

自動車取得税交付金 1434 万円 27.8％ 0.2％

利　子　割　交　付　金 294 万円 ▲ 23.8％ 0.0％

ゴルフ場利用税交付金 857 万円 7.7％ 0.1％

交通安全対策交付金 277 万円 1.8％ 0.0％

配　当　割　交　付　金 587 万円 ▲ 26.7％ 0.1％

株式等譲渡所得割交付金 488 万円 14.3％ 0.1％
国 有 提 供 施 設 等
所 在 市 町 村 助 成 交 付 金 57 万円 ▲ 5.0％ 0.0％

一般会計歳入合計 80 億 3268 万円 0.9％ 100％

自
主

財

源

依依

存存

財財
源源

町税

22 億 8612 万円

（28.4％）

地方交付税

25 億 3190 万円

（31.4％）

諸収入

2億 4581 万円

（3.1％）

分担金及び負担金

8852 万円

（1.1％）

使用料及び手数料

1億 7359 万円

（2.2％）

地方譲与税

9328 万円

（1.2％）

その他の

交付金など

3 億 7242 万円
（4.7％）

国庫支出金

6億 7220 万円

（8.3％）

道支出金

4億 3612 万円

（5.4％）

歳入総額
80億

3268 万円

町債

5億 8527 万円

（7.3％）

－4－

　

歳
入
総
額
は
、
町
税
の
増
加
や

国
・
道
支
出
金
の
増
加
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
約
０
・
９
％
、
約

６
９
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
の
主
要
な
柱
と
な
る
「
町

税
」
は
、
給
与
所
得
の
増
加
や
、
法

人
収
益
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り

町
民
税
が
約
１
億
円
の
増
加
と
な

り
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
大
型

店
舗
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
増
加
お

よ
び
新
築
住
宅
件
数
の
伸
び
に
伴
う

家
屋
の
増
加
に
よ
り
約
３
１
０
０
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
国
・
道

支
出
金
に
つ
い
て
も
、
地
域
づ
く

り
交
付
金
な
ど
の
増
加
に
よ
り
約

２
４
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
中
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
「
地
方
交
付
税
」
は
、
約

７
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
地
方
交
付
税
」
に
つ
い
て

は
、
国
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取

組
み
な
ど
に
よ
り
今
後
の
交
付
額
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明
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必
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と
考
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て

い
ま
す
。

繰越金

3億 5855 万円

（4.5％）

その他

1億 8890 万円

（2.4％）
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語句解説
①扶助費＝生活保護法、児童

福祉法、老人福祉法などに基

づき、対象者の生活を維持す

るために支出されるものや、

町が単独で行う各種施策にお

いて支出される福祉的な経費

です。

②物件費＝町で事務を行うの

に必要な経費や、公共施設の

光熱水費などの支払いのため

の消費的な経費です。委託料

や使用料及び賃借料も物件費

に分類されます。

③繰出金＝一般会計、特別会

計で、他の会計に支出するた

めの経費を表します。（特別会

計の種類は、3 ページ「決算

額総括表」に掲載されている

5つの会計を表します）

区 分 決　　算　　額 前年度比 構　成　比 町民一人あたり

民生費（高齢者、障がい者、子育てなど） 17 億 8360 万円 ▲ 6.0％ 23.2％ 113,801 円

土 木 費（ 道 路、 橋 梁、 河 川 な ど ） 14 億 3503 万円 ▲ 1.0％ 18.6％ 91,561 円

総 務 費（ 財 産、 戸 籍、 税 徴 収 な ど ） 12 億 3638 万円 16.6％ 16.1％ 78,886 円

教 育 費（ 小 中 学 校 の 運 営 経 費 な ど ） 9 億 8471 万円 15.7％ 12.7％ 62,828 円

衛生費（ごみ、環境衛生、各種健診など） 7 億 2171 万円 ▲ 3.0％ 9.3％ 46,048 円

公　債　費　（　借　金　の　返　済　） 6 億 7400 万円 ▲ 8.8％ 8.7％ 43,004 円

消 防 費（ 消 防・ 救 急 な ど ） 3 億 2829 万円 3.2％ 4.2％ 20,946 円

農林水産業費（農業、林業、畜産など） 2 億 8964 万円 2.1％ 3.7％ 18,480 円

商工費（観光、商業、企業振興など） 1 億 4923 万円 3.2％ 1.9％ 9,521 円

議 会 費（ 議 会 運 営 経 費 な ど ） 9493 万円 2.7％ 1.2％ 6,057 円

労 働 費（ 雇 用 促 進 な ど ） 2607 万円 0.6％ 0.3％ 1,663 円

災 害 復 旧 費（ 災 害 経 費 な ど ） 1159 万円 115800.0％ 0.1％ 739 円

一 般 会 計 歳 出 合 計 77 億 3518 万円 1.7％ 100％ 493,534 円

消
費

的

経
費

その
他

経
費

投投
資資

的的
経経
費費

人件費

12 億 7975 万円

（16.5％）

物件費

12 億 3795 万円

（16.1％）

扶助費

7億 8295 万円

（10.1％）

補助費など

9億 8651 万円

（12.8％）

普通建設事業費

10 億 2707 万円

（13.3％）

公債費

6億 7400 万円

（8.7％）

繰出金

8億 5132 万円

（11.0％）

維持補修費

4億 6591 万円

（6.0％）

積立金

4億 313 万円

（5.2％）

歳出総額
77億

3518 万円

※人口は平成 28 年 3 月末現在の 1万 5673 人を使用

災害復旧費

1159 万円

（0.1％）
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通

建
設
事
業
費
」
が
、
羊
蹄
団
地
長
寿

命
化
等
改
善
事
業
、
旭
ヶ
丘
公
園
水

遊
び
広
場
大
型
遊
具
新
設
事
業
、
道

路
改
良
事
業
、
地
産
地
消
食
育
推
進

施
設
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
建
設

事
業
を
行
い
、
前
年
度
と
比
べ
約

１
５
０
０
万
円
増
加
し
、
全
体
と
し

て
約
２
７
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
公
債
費
は
19
年
度
か
ら

３
年
間
で
実
施
し
た
低
金
利
へ
の
借

換
や
新
規
借
入
が
比
較
的
低
金
利
で

行
え
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
約

６
５
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ
る
各
種

事
業
に
備
え
、
約
４
億
円
を
基
金
へ

積
立
し
て
い
ま
す
。

貸付金など

1500 万円

（0.2％）



貯金と借金
土地　　1660 万 7546㎡
（公用・公共用地 23％、山林・原野など 77％）

（前年度比 730 ㎡減）

建物　　12 万 6994㎡
（庁舎・総合体育館、公営住宅など 186 棟）

（前年度比　116 ㎡減）

基金（貯金）　20 億 7631 万円
（前年度比 2億 8396 万円増）

町民一人当たりの貯金＝ 13 万 2477 円

町民一人当たりの借金＝ 75 万 838 円

積　　　立　　　先 件　数 金　　　　額

ふるさと応援基金 480 件 17,696,194 円

社会福祉事業基金 2件 530,000 円

教育振興基金 3件 220,000 円

（　合　計　） 485 件 18,446,194 円

デ ー タデ ー タ で 見 るで 見 る財 政財 政
①実質赤字比率＝一般会計など税金を主な収入源とする会計の収支が、赤字なのか黒字なのかを見るもので

す。赤字の場合、赤字額が倶知安町にとっての標準的な収入額に対しどのぐらいの割合なのかを表します。

（倶知安町は収支が黒字のため、この比率は算出されませんでした。）

②連結実質赤字比率＝倶知安町のすべての会計の収支（赤字・黒字）を合わせて、町のトータルとしての収

支が赤字か、黒字かを見るものです。赤字の場合、赤字額が倶知安町にとっての標準的な収支額に対しどの

くらいの割合なのかを表します。

（倶知安町は収支が黒字のため、この割合は算出されませんでした。）

③実質公債費比率＝年度内の払うお金の内、過去にした借金の返済に充てられた額がどの程度の大きさなの

かを見るものです。典型的な借金である地方債の返済に充てられた額に加え、債務負担行為に基づく支払い

など借金的なものは全て含まれます。

④将来負担比率＝町の借入金や将来支払いが見込まれる負債などの、現時点での程度を表したもので、将来

の財政の圧迫度を示しています。

⑤資金不足比率＝公営企業として実施している事業ごとに収支が赤字なのか黒字なのかを見るためのもので

す。赤字の場合、赤字額の事業規模に対する割合をみます。

実質公債費比率＝ 7.9
※ 26 年度に比べ 1.4 ポイント改善

将来負担比率＝ 50.6
※ 26 年度に比べ 8.3 ポイント改善

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金
不足比率については、算出されません。
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倶知安町ふるさと応援寄付金の運用状況

　倶知安町ふるさと応援寄付金は、まちづくりを応援し
ようとする人から寄付金を募り、これを財源として各種
事業を実施することを目的に、平成 21 年度に創設され
ました。27 年度にいただきました寄付金は、485 件、計
18,446,194 円でした。

内　　　容 27 年度末残高 対前年度増減

公 共 下 水 道 39 億 9480 万円 ▲ 1億 120 万円

道 路 ・ 公 園 8 億 9016 万円 ▲ 513 万円

公　営　住　宅 13 億 8717 万円 ▲ 5827 万円

上　　水　　道 5 億 3651 万円 ▲ 7069 万円

小 ・ 中 学 校 6 億 2796 万円 ▲ 5758 万円

農 業 ・ 林 業 1 億 3921 万円 ▲ 1590 万円

美　　術　　館 1295 万円 ▲ 1295 万円

そ　　の　　他 41 億 7912 万円 ＋ 1億 4422 万円

計 117 億 6788 万円 ▲ 1億 7750 万円

借金残高の内訳

※ 18 ～ 27 年度は決算額、28 年度は当初予算額（見込み）。18 ～ 28
年度は「臨時財政対策債」を含む。
臨時財政対策債：普通地方交付税の一部を地方債として借り入
れるもので、13 年度から特例として発行が認められました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
倶知安町の場合（27 年度）、普通交付税 20 億 8556 万円に対し、臨時
財政対策債 2億 9487 万円の発行が許可されました。

71.973.4

41.041.6

6.16.7

単位：億円

H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25　H26  H27　H28

※人口は平成 28 年 3 月末現在の 1万 5673 人を使用

※人口は平成 28 年 3 月末現在の 1万 5673 人を使用

71.3

43.3

7.4

69.9

44.9

8.0

74.0

46.4

8.6

76.2

47.9

9.1

80.6

48.9

9.7

88.6

49.9

10.3

事業名 金額 事業名 金額

新駅周辺施設整備計画
検討事業 15,000 円 公債償還元金 3,000 円

景観対策事業 22,000 円

予防事業（高齢者インフ
ルエンザ高齢者肺炎球菌
感染症等、高齢者健康診
査）

3,000,000 円

スキー場備品購入事業 60,000 円 倶知安小学校管理用備品
購入 5,000 円

北児童館トイレ改修工事 1,180,000 円
じゃがりん号運行事業
除雪ヘルパー事業
救急医療体制整備

11,758,149円

中学校教育振興備品購入 355,000 円
合　計 16,399,149円

除雪対策事業 1,000 円

72.3

40.0

5.4

－6－

これまでいただいた寄付金のうち、16,399,149 円をさまざまな事業に有効活用さ
せていただきました。

79.9

38.6

4.6
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運営の柱

27 年度国民健康保険税収入額

27 年度収入額 3 億 5569 万円
前年度比 

＋ 126 万円

会　　　計　　　名 予 算 額（ A ) 収入済額（ B )
執行率
B / A

支出済額（ C )
執行率
C / A

一　　　般　　　会　　　計 95 億 1810 万円 40 億 2646 万円 42.3％ 35 億 6401 万円 37.4％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 6 億 7561 万円 3億 5877 万円 53.1％ 3 億 2251 万円 47.7％

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1 億 5218 万円 6778 万円 44.5％ 4574 万円 30.1％

介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 655 万円 246 万円 37.6％ 191 万円 29.2％

公  共  下  水  道  事  業 8 億 7316 万円 3億　84 万円 34.5％ 2 億 8472 万円 32.6％

地 方 卸 売 市 場 事 業 587 万円 363 万円 61.8％ 32 万円 5.5％

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業

事

業

会

計

水

道

資 本 的
収　入 2830 万円 0円 0.0％

支　出 2億 2989 万円 9379 万円 40.8％

収 益 的
収　入 3億　 22 万円 1億 7077 万円 56.9％

支　出 2億 7889 万円 6100 万円 21.9％

平成 28 年度予算執行状況 (上半期 4－ 9月 )

平成 27 年度からの繰越明許事業執行状況 (上半期 4－ 9月 )

会　　　計　　　名 繰越予算額（ A ) 収入済額（ B )
執行率
B / A

支出済額（ C )
執行率
C / A

一 般 会 計 1 億 6872 万円 9998 万円 59.3％ 5671 万円 33.6％

公共下水道事業特別会計

町民税
9億 4624 万円
（41.4％）

固定資産税
10 億 2594 万円

（44.9％）

都市計画税
7973 万円
（3.5％）

軽自動車税
2555 万円
（1.1％）

入湯税
3633 万円

（1.6％）

町たばこ税
1億 7233 万円

（7.5％）

町　税　の　内　訳

町税総額

22億8612万円

（国保税除く）

H 1 8 　 H 1 9 　 H 2 0 　 H 2 1 　 H 2 2 　 H 2 3 　 H 2 4 　 H 2 5 　 H 2 6 　 H 2 7  H 2 8

H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27

単位：億円

注）28 年度は当初予算額

76.1

21.4

4.6

96.1

78.2

※グラフは、現年度分と滞納繰越分を合わせた収納率を掲載

町税、国保税の収納率の推移

一般会計決算額と地方交付税の推移

※繰越明許費：事業の性質など、何らかの事由によって、当該会計年度内に支出が終わらない見込のあるものについて、限度額を定め、議会の議決を得て翌年度に限
り使用できる予算のこと。

21.4

32.232.2

78.5

22.0

21.1

33.833.8

4.4

22.5

4.1

20.4

35.235.2

22.4

4.0

20.9

27.827.8

23.1

3.8

20.1

33.033.0

21.2

3.3

20.7

42.442.4

22.1

3.5

21.4

21.521.5

22.0

3.2

20.0

21.221.2

23.0

3.1

18.1

20.620.6

61.2 63.4 65.6

84.3

76.5 72.4 79.4

74.4
72.771.6

68.2

63.3

95.494.994.9
93.593.3

27平成2727年度

96.4

78.3

77.4

20.9

4.4

22.9

32.132.1

－7－

97.2

79.5

町税

国保税

91.3

19.6

3.9

21.8

45.945.9



人事行政の運営などの状況

「倶知安町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、町職員の前年度（平成 27 年度）の給与、勤務
条件などの状況について公表します。

■人件費の状況（27 年度一般会計決算、特別職を含む）

歳 出 総 額
（ A ）

人　件　費
（ B ）

前年度比 人件費率
（ B/A ）

前年度比

77億 3518 万円 12億 7975 万円
（共済費負担など含む）

▲ 4485万円
▲ 3.4％ 16.54％ ▲ 0.88％

■職員人件費（職員数は 27 年 4 月 1 日現在、給与費は 27 年度決算額）

職員数（ A ） 職　　員　　給　　与　　費 1人当たり
給　与　費
（ B/A ）退職 採用 給　　料 期末勤勉手当 その他手当 計　（ B ）

一般行政職 153 人 9 人 12 人 5億 6455 万円 2億 1030 万円 8974 万円 8億 6459 万円 565 万円

技能労務職 6人 0人 0人 2256 万円 793 万円 386 万円 3435 万円 573 万円

給食従事員 4人 0人 0人 1450 万円 530 万円 65万円 2045 万円 511 万円

計 163 人 9 人 12 人 6億 161万円 2 億 2353万円 9425万円 9 億 1939万円 564 万円

■平均給料・給与月給
　平均年齢（27 年 4 月 1 日現在）

一般行政職 技能労務職

給 料 303,694 円 316,350 円

※給与 341,113 円 353,421 円

年 齢 41.5 歳 47.7 歳

※平均給与には諸手当をすべて含む

■初任給
大　学　卒 高　校　卒

一般行政職
※初　任　給 176,700 円 144,600 円

※ 2年後の給料 188,600 円 153,000 円

経験 10 年 経験 20 年 経験 25 年 経年 30 年

大　学　卒 250,200 円 357,300 円 - -

高　校　卒 - 310,600 円 358,133 円 387,200 円

■経験年数別の平均給料月額（一般行政職、27年4月1日現在）

■特別職・町議会議員の給料・報酬（月額）

三　　　　　　　役 議　　　　　　　員

町　　長 副 町 長 教 育 長 議　　長 副 議 長 議　　員

給料・報酬 665,000 円
（700,000 円）

570,000 円
（600,000 円）

522,500 円
（550,000 円）

255,000 円
（268,000 円）

207,000 円
（218,000 円）

173,000 円
（179,000 円）

期末手当 6月期：1.975 月　12 月期：2.125 月
役職加算 10％

年間 4.0 月分（4.40 月分）

※かっこ内の額から独自削減

■手当制度
内　　　　　　　　　容 支 給 額

扶

養

○扶養親族のある職員に対して

　・配偶者：月額 13,000 円

　・その他：月額 6,500 円／ 1人

　（配偶者なしの場合）

　・うち 1人：月額 11,000 円

　・特定扶養：満 15 ～満 22 歳の扶養親族がある場合は

　　　　　　　5千円加算

1684 万円

住

居

○住宅などを借り受け、月額 12,000 円を超える家賃な

　どを支払っている職員に対して

　・借家など：家賃月額 1/2（上限 27,000 円）

1411 万円

時

間

外

勤

務

○正規の勤務時間を越えて勤務することを命じられた

　職員に対して

　【勤務日】（原則 1日 3時間以内）

　・勤務 1時間当たり給与額× 1.25

　【週休日】（原則代休振り替え）

　・勤務 1時間当たり給与額× 1.35

3438 万円休
日
勤
務

○祝日、年末年始の休日などに勤務することを命じられ

　た職員に対して（原則代休振り替え）

　・勤務 1時間当たり給与額× 1.35

夜
間
勤
務

○正規の勤務時間として 22 ～ 5 時の間に勤務する職員

　に対して

　・勤務 1時間当たり給与額× 0.25

期

末

○ 6月 1日、12 月 1 日に在籍する職員に対して

　・ 6 月期：基礎額× 1.225 カ月分

　・12 月期：基礎額× 1.375 カ月分
　　　　　　　（役職加算 6級 15％、5・4級 10％、3級 5％）

1 億
4216 万円

勤

勉

○ 6月 1日、12 月 1 日に在籍する職員に対して

　・ 6 月期：基礎額× 0.75 カ月分

　・12 月期：基礎額× 0.75 カ月分

8137 万円

内　　　　　　　　　容 支 給 額

寒

冷

地

○ 11 月から翌年 3月の各月初日に在勤する職員に対して

　・世帯主（扶養親族あり）　月額 26,380 円

　・世帯主（扶養親族なし）　月額 14,580 円

　・非世帯主　　　　　　　 月額 10,340 円

1538 万円

管
理
職

○管理、監督の地位にある職員（主幹職以上）に対して

　・給与月額×課長職 8％、主幹職 6％
1168 万円

管理
職員
特別
勤務

○管理職員が臨時、緊急の必要、その他の公務の運営の

　必要により、週休日か祝日、年末年始の休日などに勤

　務した場合

　・課長職：1回 8,000 円

　・主幹職：1回 6,000 円

67 万円

特

殊

勤

務

○著しく危険、不快、不健康、困難な勤務、その他著し

　く特殊な勤務に従事し、給与上特別の考慮を必要とす

　る職員に対して

　・税務手当（もっぱら町税の徴収事務に従事する職員）月額 5,000 円

　・上記職員以外で町税の徴収などの事務に従事した

　　職員：日額 500 円

　・感染症防疫業務手当：日額 500 円

　・野犬捕獲業務手当：日額 500 円

　・行旅病人取扱手当：1件 500 円

　・行旅死亡人収容手当：１件 1,000 円

　・火葬業務手当：日額 1,000 円

　・家畜防疫業務手当：日額 500 円

　・徴収手当（水道料金など）日額 500 円

　・停水処分手当：日額 800 円

　・緊急出勤手当：1回 600 ～ 800 円

18 万円

通

勤

○通勤距離が片道 2Km 以上の職員に対して

　・交通機関を利用している場合：運賃などの相当額

　・自動車などを使用している場合：2,000 ～ 31,600 円

101 万円

（勤務に従事した時間が 6 時間
を超える場合は 100 分の 150 を
乗じて得た額）

※国家公務員と同額

－8－
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■勤務する曜日、1日の勤務時間

町職員は毎週月～金曜
日（国民の祝日に関す
る法律で定めた休日、
12 月 31 日～ 1 月 5 日
を除く）が勤務日と
なっています
※勤務時間は、8時 45 分～ 17 時 30 分（うち休憩時間 12 ～ 13 時）

休
憩
時
間

勤務時間 勤　務　時　間

13:00 17:30

8:45 12:00 休暇は年次有給（年間
20 日、繰り越しを含め
ると最大 40 日）産前・
産後、介護、育児、ボ
ランティアなど 22 種類
あります

20.7％

年次有給休暇
取得率
（前年比－3.0％）

平均取得日数
8.2 日／人

■職員の分限、懲戒処分

処分内容 処分者 処　分　理　由

降　任 0人

免　職 0人

休　職 1人 心 身 の 故 障

分限処分者（本人に不利益が生じる処分）

処分内容 処分者 処　分　理　由

免　職 0人

停　職 0人

減　給 0人

戒　告 0人

懲戒処分

■職員の服務

許可件数

営利企業等
従 事 許 可

営利を目的とする私企業・
団体の役員、その他の地
域を兼ねる

0件

自ら営利を目的とする私
企業を営む

0件

報酬を得る事業・事務 2件

■級別職員数（一般行政職等、27 年 4 月 1 日現在）

1 級　定型的な業務を行う職務

2級　高度な知識、経験を必要とする業務を行う職務

3級　①係長、主査の職務②困難な業務を処理する主任の

　　　職務③特に高度な知識、経験を必要とする業務を行

　　　う職務

4級　特に困難な業務を処理する係長、主査の職務

5級　主幹職の職務

6級　課長職の職務

17 人 18 人

54 人

35 人

19 人
16 人

■職員の福祉と利益保護の状況

福利厚生事業

団体名 概要 公的負担

北海道市町村職員

共　済　組　合

組合員である職員の掛金と使用者である自治体の負担金を財源として、
組合員およびその家族の生活の安定と福祉の向上に寄与するとともに、
公務の能率的運営に資することを目的としています。

1億 9290 万円

北海道市町村職員

福　祉　協　会

会員（職員）と家族の福祉の増進と生活安定のため、また共済組合の事
業を補完する様々な事業を行っています。

43 万円

倶知安町職員福利厚生会

職員相互の親睦と福利厚生の向上を図るこ

とを目的に設置されました。

事業内容は右①・②のとおり。

公費負担額＝ 340 万円（27 年度実績）

①健康管理事業 ②元気回復事業

レクリエーションの実施と体育

グループなどへの活動費助成
種　　　　　類 受 診 者 受 診 率

総　合　健　診 124 人 98.4％

ミニドック健診 41 人 93.2％

■その他の項目を含め、「人事行政の運営などの状況」については町公式 WEB サイトでも公表しています。

27平成2727年度
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1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級
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文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
に
６
氏
が
決
定

　

倶
知
安
町
文
化
協
会 

（
堀　

敏
久
会
長
）
の
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞
が
決
ま
り
、
今
年
は
、
文

化
賞
に
2
氏
、
文
化
奨
励
賞
に
4
氏
が
選
ば
れ
、
11
月
3
日
（
木
・
祝
）
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
町
総
合
文
化
祭
の
席
上
、
表
彰
さ
れ
ま
す
。

自
分
に
合
う
職
業
は
？

倶
知
安
高
校
で
職
業
講
話

　

10
月
13
日
（
木
）、
平
成
28
年
度
町
民
施
設

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
町

民
に
関
わ
り
の
あ
る
施
設
を
見
学
す
る
こ
と

で
、
町
政
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
2
年
に
一
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
54
名
が
参
加
し
、「
コ
ア
レ
ッ
ク

ス
道
栄
」
と
「
北
海
道
新
幹
線
昆
布
ト
ン
ネ
ル

（
桂
台
工
区
）」
の
2
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

コ
ア
レ
ッ
ク
ス
道
栄
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
製
造
過
程
な
ど
を
見
学
し
、
参
加

者
は
工
場
内
の
設
備
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
昆
布
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
工
事

概
要
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
歩
い
て
見
学
し
ま

し
た
。
普
段
立
ち
入
る
機
会
の
な
い
ト
ン
ネ
ル

内
や
特
殊
な
工
事
車
両
の
見
学
は
、
参
加
者
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
、
開
通

し
た
ら
一
度
は
新
幹
線
に
乗
っ
て
み
た
い
と
い

　

倶
知
安
高
校
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
つ

と
し
て
、
1
年
生
を
対
象
に
進
路
の
方
向
性
を

決
め
る
た
め
の
職
業
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
11
日
（
火
）
に
は
、
倶
知
安
高
校
で
今
年

度
第
2
回
目
の
職
業
講
話
が
実
施
さ
れ
、
8
つ

の
職
種
（
①
理
工
系
②
医
療
系
③
福
祉
系
④
社

会
系
⑤
教
育
系
⑥
家
政
系
⑦
芸
術
系
⑧
公
務

員
）
に
就
く
若
い
世
代
が
講
師
と
な
り
、
働
く

こ
と
の
喜
び
や
苦
労
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
に
話

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
職
業
講
話
で
は
、
8
つ
の
職
種
の
う

ち
興
味
の
あ
る
職
種
と
興
味
の
な
い
職
種
を
一

つ
ず
つ
選
び
、
二
つ
の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
講
話
も
聞
く
こ
と
で
、
現
在
目
指
し

て
い
る
職
業
が
本
当
に
就
き
た
い
職
業
な
の
か

を
考
え
、
進
路
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
る
と

同
時
に
、
今
ま
で
興
味
が
な
か
っ
た
職
種
に
興

味
を
も
つ
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
働
い
て
い
る
人
の
話
を
聞

く
こ
と
で
、
就
職
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
少
な
く
し
、
就
職
後
の
離
職
率
の

低
下
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
徒
た
ち
に
は
、
職
業
講
話
や
学
校
が
行

う
様
々
な
取
り
組
み

を
通
し
て
自
分
に

合
っ
た
職
業
を
見
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
講

師
の
一
人
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

岡
田  

幸
枝　

氏
（
倶
知
安
町
茶
道
愛
好
会
）

　

当
愛
好
会
発
足
当
初
か
ら
の
会
員
で
あ
り
、

会
の
事
業
に
は
率
先
し
て
携
わ
り
、
文
化
祭
や

福
祉
ま
つ
り
な
ど
で
多
く
の
町
民
へ
茶
道
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
小
学
校
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
外
国
人
へ
の
茶
道
教
室
な
ど
茶

道
に
馴
染
み
の
薄
い
方
々
へ
の
日
本
文
化
を
伝

え
る
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

ま
た
、後
進
の
指
導
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、

80
歳
ま
で
現
役
の
茶
道
教
授
と
し
て
活
動
し
、

多
く
の
生
徒
を
育
て
て
お
り
、
茶
道
教
授
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
弟
子
も
い
る
。

　

現
在
も
的
確
な
指
導
で
流
派
を
問
わ
ず
会
員

か
ら
頼
り
に
さ
れ
慕
わ
れ
て
い
る
。

川
田  

涼
子　

氏
（
倶
知
安
陶
芸
愛
好
会
）

　

昭
和
62
年
入
会
以
来
、
30
年
間
の
在
籍
中
、

理
事
と
し
て
18
年
、
副
会
長
と
し
て
3
年
、
会

の
運
営
・
発
展
に
寄
与
し
、
平
成
18
年
に
文
化

奨
励
賞
を
授
与
さ
れ
、
会
員
相
互
の
信
望
も
厚

く
、
会
員
の
技
術
指
導
に
も
積
極
的
か
つ
懇
切

丁
寧
に
努
め
て
い
る
。

　

毎
年
町
文
化
祭
に
も
サ
ー
ク
ル
会
員
と
共
に

  

文
化
奨
励
賞

作
品
を
展
示
し
、
積
極
的
に
協
力
し
現
在
も
活

躍
中
で
あ
る
。

  

文　

化　

賞

▽
綾
部  

和
子　

氏
（
倶
知
安
陶
芸
愛
好
会
）

▽
出
口  

芳
和　

氏
（
倶
知
安
社
交
ダ
ン
ス
愛

　

好
会
）

▽
佐
藤  

和
江　

氏
（
倶
知
安
短
歌
会
）

▽
寺
尾  

美
代
子　

氏
（
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
）

　

11
月
3
日
（
木
・
祝
）
に
開
催
さ
れ
る
芸
能

発
表
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
内
容
・
開
催
時
間

　

〇
芸
能
発
表
会
（
1
部
）

　
　

11
時
30
分
〜
13
時
30
分

　

〇
児
童
生
徒
作
品
展
表
彰
式
及
び
文
化
賞
・

　
　

文
化
奨
励
賞
表
彰
式

　
　

13
時
45
分
〜
14
時
40
分

　

〇
芸
能
発
表
会
（
2
部
）

　
　

14
時
50
分
〜
17
時
30
分

 

文

化

賞

  

文
化
奨
励
賞

町
民
施
設
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た

▲北海道新幹線昆布トンネルにて

う
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち

の
町
で
も
北

海
道
新
幹
線

倶
知
安
駅
開

業
に
向
け
た

準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。

開
業
の
日
が

待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。

▲④社会系講師 成田江莉奈さん
　（北海道労働金庫倶知安支店）



　
（
倶
知
安
幼
稚
園
（
予
定
））

問
町
福
祉
医
療
課
福
祉
係
☎
23
―
０
５
０
０

倶
知
安
幼
稚
園
、
藤
幼
稚
園
、
め
ぐ
み
幼
稚
園

■
願
書
配
布
／
11
月
２
日
（
水
）
９
時
〜

　

以
降
平
日

■
願
書
受
付
／
11
月
16
日
（
水
）
14
時
〜

　

各
幼
稚
園
に
て
受
け
付
け
ま
す

問
倶
知
安
幼
稚
園
☎
22
―
１
３
５
４

　

藤
幼
稚
園　
　

☎
22
―
１
７
３
３

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
22̶

１
２
７
６
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平
成
29
年
度
保
育
施
設
な
ど
の
入
所
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
す

お
忘
れ
な
く
！

倶
知
安
保
育
所
、
み
な
み
保
育
所
、
八
幡
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
（
倶
知
安
幼
稚

園
（
予
定
））

■
入
所
要
件
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

①
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る

②
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間
が
な
い

③
保
護
者
が
病
気
中
ま
た
は
障
が
い
が
あ
る

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る
親

　

族
の
介
護
や
看
護
を
し
て
い
る

⑤
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
し
て
い
る

⑦
就
学
ま
た
は
職
業
訓
練
中
で
あ
る

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
取
得
中
に
、
す
で
に
保
育
を
利
用

　

し
て
い
る
子
ど
も
の
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る

■
受
付
期
間
／
下
表
の
と
お
り

■
申
込
書
な
ど
配
布
／
11
月
2
日
（
水
）
か
ら

　

町
福
祉
医
療
課
福
祉
係
お
よ
び
各
保
育
所
に

　

設
置
予
定

■
申
込
方
法
／
町
福
祉
医
療
課
福
祉
係
窓
口
に

　

備
え
付
け
の
申
込
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
。
申
込

　

受
付
時
に
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
確
認

　

し
ま
す

■
開
所
時
間
／

○
倶
知
安
保
育
所
、
み
な
み
保
育
所
、
八
幡
保

　

育
所　

8
時
〜
18
時

○
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
（
倶
知
安
幼
稚
園

　
（
予
定
））　

7
時
30
分
〜
18
時
30
分

■
0
歳
児
保
育
（
生
後
6
ヵ
月
以
上
）
／

　

み
な
み
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分

ews あらかるとNにゅーす

　町では北海道の調査基準に基づき、年に２回町内の
観光客が訪れる施設や、宿泊施設などに対し調査を行
い、観光入込客数や宿泊客延べ数、また訪日外国人に
ついても同様にその数などについて推計し、その結果
を基に北海道では全道分を集計し公表しています。

対象施設 受付期間 受付場所

倶知安保育所
みなみ保育所
八幡保育所
認定こども園保育部分
（倶知安幼稚園（予定））

11 月 14 日（月）
～12月9日（金）

町福祉医療課福祉
係（保健福祉会館）

新規・転所申込

「ご意見ポスト」に投函されていたご質問

にお答えします。（紙面の都合上、投函内

容の一部を編集しております）

　敬老会につきましては、町内の 75 歳以上の方を対

象に約 400 名の参加がございます。当日は参加される

皆さまに楽しんでいただけるよう、スタッフ一同、親

切・丁寧な対応をするよう心がけております。

　しかし、残念ながらスタッフの一部の対応に、不快

な思いをされた方がいらっしゃるということで、今回

頂いたご意見をふまえ、来年以降、皆さまに楽しく参

加いただけるよう、スタッフ一同、改めて親切で丁寧

な対応を心がけるよう努めて参ります。

問町福祉医療課少子高齢化対策室☎ 23―0500

　倶知安の全町敬老会が 9 月 2 日に開催されました。

私自身は、敬老会が高齢者にとって大切な場であると

感じるとともに、多くのボランティアの方に支えられ

ていることに感謝をしております。しかしながら、他

の参加者の方から、スタッフの対応に不快な思いをさ

れた旨のお話しを耳にしましたので、今後の参考にな

ればと思い投函いたしました。

町担当課からの回答

【敬老会について】

対象施設 受付期間 受付場所

倶知安保育所
みなみ保育所
八幡保育所

12 月 12 日（月）
～12月27日（火）

各保育所

継続申込

倶知安の 観光統計

順位 市町村名 宿泊延数
1 札幌市 1,213 万人泊
2 函館市 379 万人泊
3 釧路市 138 万人泊
4 登別市 128 万人泊
5 倶知安町 101 万人泊

順位 市町村名 宿泊延数
1 札幌市 244 万人泊
2 登別市 47 万人泊
3 函館市 42 万人泊
4 倶知安町 39万人泊
5 洞爺湖町 26 万人泊

　訪日外国人の国籍別に見ても、倶知安町は香港（2
位）、シンガポール（2位）、オーストラリア（1位）
からの宿泊延べ数の多い市町村で上位 5つの市町村
の一つとなっており、　この調査結果からも私たちの
町には多くの観光客が訪れていることがわかります。
　今年も夏には首都圏からの長期滞在者や、多くのサ
イクルイベントが開催されるなどし、賑わいを見せて
いました。これから雪の季節を迎えます。今年も多く
の観光客が倶知安を訪れることでしょう。

観光宿泊客延数 訪日外国人宿泊客延数

北海道観光における倶知安町



　

人
生
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
、
健
康

で
い
た
い
と
誰
も
が
望
む
こ
と
で
す

が
、老
後
の
不
安
の
一
つ
に
「
認
知
症
」

と
答
え
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
高
齢
者
は
、
現
在
約

５
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
、
予
備
軍
を

入
れ
る
と
さ
ら
に
そ
の
数
は
増
し
ま

す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
国
で
は
認
知

症
対
策
に
重
点
を
置
き
、「
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
」
と
し
て
様
々
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て

平
成
16
年
よ
り
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
発
症
す
る
と
、
周
り
の
人

と
の
関
係
が
損
な
わ
れ
た
り
、
家
族
が

疲
れ
き
っ
て
共
倒
れ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
囲
の
理

解
や
配
慮
が
あ
れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
は
可
能
で
、
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
の
中
で
の
支
え
合
い
が
不
可

欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認

知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
温
か
く
見
守
る
地
域
の
「
応
援

者
」
で
す
。

　

認
知
症
は「
怖
い
」「
な
り
た
く
な
い
」

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
誰
も
が
な
り
う

る
可
能
性
が
あ
る
病
気
と
し
て
、
正
し

い
知
識
や
適
切
な
対
応
方
法
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
が
全
国
各
地
で
開
催
さ

11
月
8
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
、

認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
対
応
方
法
に

つ
い
て
講
座
の
受
講
が
必
要
で
（
60
分

〜
90
分
程
度
）、
終
了
後
に
シ
ン
ボ
ル

グ
ッ
ズ
の
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
の
対
象
者
は
、
町
内
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
の
住
民
組
織
や
団
体
、
販

売
や
宅
配
業
な
ど
の
企
業
、
警
察
や
消

防
、
金
融
機
関
や
小
中
高
等
学
校
の
生

徒
や
先
生
な
ど
誰
で
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
数
は
、
昨
年
末
に
全

国
で
約
７
０
０
万
人
と
な
り
、
倶
知
安

町
に
お
い
て
も
約
３
０
０
人
が
養
成
講

座
を
受
講
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
の
応
援
者
が
必
要
で
す
。

　

養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
は
町
が

窓
口
と
な
り
、
講
師
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
を
随
時
派
遣
し
て
い
ま
す
。

問
町
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
☎
23
―
０
１
０
０
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お
口
の
健
康
を
意
識
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
健
康
を
守
る
に
は
、
ま
ず
お
口
の
お

手
入
れ
が
大
事
で
す
。
歯
み
が
き
や
歯
科

受
診
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、「
む
し
歯
の
無
い
健
康
な
お
口
を

維
持
す
る
の
は
難
し
い
」
と
感
じ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
3
歳
児
健
診
で
よ
い
歯
と

さ
れ
た
親
子
が
集
ま
っ
て
6
月
4
日
に
開

催
さ
れ
た
「
平
成
28
年
度
親
と
子
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
（
倶
知
安
保
健
所
大

会
）」
に
お
い
て
、
優
秀
賞
２
組
の
中
に

町
内
か
ら
愛
澤
朔
君
は
る
な
さ
ん
親
子
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

地
域
の
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　

お
口
の
健
康
を
維
持
す
る
秘
訣
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
息
子
は
、
夜
し
っ
か
り
と
歯
み
が
き

を
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
歯
み
が
き
を
嫌

が
っ
た
の
で
す
が
、
歯
み
が
き
の
必
要
性

を
言
葉
で
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
て
、
毎

▲朔（さく）くん（右）、はるなさん、
明（あき）ちゃん（左）

い
い
歯
の
秘
訣
を
聞
き
ま
し
た

日
必
ず
さ
せ
ま
し
た
。
今
で
は
嫌
が
ら
ず

に
毎
日
の
歯
み
が
き
が
習
慣
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
歯
科
医
院
で
歯
の
大
事
さ
を

実
感
し
て
い
た
の
で
、
自
分
の
歯
も
大
事

に
し
て
い
ま
す
。」

　

歯
み
が
き
な
ど
お
口
の
清
掃
は
、
一
生

涯
必
要
な
こ
と
で
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

歯
科
健
診
を
受
け
て
、
い
つ
ま
で
も
美
味

し
く
食
べ
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
正
し
い
お

手
入
れ
を
学
ん
で
習
慣
化
し
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
が

お
口
の
健
康
維
持
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

む
し
歯
予
防
教
室

・
歯
科
健
診
と
歯
科
相
談
。
希
望
者
に
は

フ
ッ
素
塗
布

・
毎
月
2
回
（
今
月
15
日
・
22
日
）

※
「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
参
照

・
受
付
時
間
／
13
時
〜
14
時
15
分

・
持
ち
物
／
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
手
帳

・
対
象
者
／
歯
が
生
え
た
未
就
学
児

・
料
金
／
無
料

☆
健
診
と
同
時
開
催
で
す
が
、
健
診
対
象

　

以
外
の
お
子
さ
ん
も
今
ま
で
通
り
ご
利

　

用
い
た
だ
け
ま
す

問
町
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

　

☎
23
―
０
５
０
０

優秀賞受賞おめでとうございます！



あいあい広場（0歳）　　　12 月  7 日（水）

きらきら広場（1歳）　　　12 月 14 日（水）

のびのび広場（2・3歳） 　12 月 21 日（水）

☆どの広場もクリスマス飾りを制作します

■申込／ 11 月 14 日（月）9時 30 分～

■日時／ 12 月 15 日（木）10 時～ 11 時 30 分

■内容／ヨガ

■場所／保健福祉会館

■持ち物／汗拭きタオル、ヨガマット（バスタオル）、

　飲み物（2人分）

■申込／ 11 月 21 日（月）9時 30 分～

＊ 11 月 10 日（木）は子育て講座開催のため午前は閉

　館とします

＊ 11 月から利用時間を以下のとおり変更します

Hop!Step!Jump!!

－13－

子育て支援センターだより

★ 12 月の広場のお知らせ

子育て支援センター（南 2東 1）☎ 22-0419

開館時間 9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時

（11 月～ 3月）

（正午～ 13 時は玩具などの消毒のため一時閉館）

休館日　日曜日、祝日、年末年始

★第 10 回子育て講座

高速道路体験
　　バスツアー 2016
　このバスツアーは将来高速道路の利用者となる子ども
たちに、バスの乗車体験から高速道路の利便性を感じて
もらうことや、工事現場の見学を通して土木技術への関
心を持ってもらうことなどを目的に実施されており、今
年は 9月 24日（土）に町内の小学校 6年生 11名とくっ
ちゃんワンダーキッズ（町内の小学 5年生対象）から
22名が参加しました。
　この日は小樽市朝里の高速道路工事の現場で説明を受
け、工事が完了したばかりのトンネルや、地上約 40㍍
の高さにある工事中の高速道路に工事用エレベーターで
昇り見学した後、バスに乗車し、朝里ＩＣ～大谷地ＩＣ

元
顧
問
と
Ｏ
Ｂ
40
名
が
大
集
合
！

倶
知
安
高
校
吹
奏
楽
局
第
30
回
記
念
定
期
演
奏
会

　

９
月
18
日
（
日
）、
倶
知
安
高
校
吹
奏

楽
局
（
三
条
あ
ゆ
み
局
長
、
荒
木
雅
幸
顧

問
）
の
第
30
回
記
念
定
期
演
奏
会
が
町
文

化
福
祉
セ
ン
タ
大
ホ
ー
ル
に
て
開
か
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
、
局
員
17
名
に
よ
る
「
そ
よ
風

の
マ
ー
チ
」
で
本
定
期
演
奏
会
は
、
華
々

し
く
開
演
し
ま
し
た
。

　

第
２
部

は
、
元
局

員（
Ｏ
Ｂ
）

と
の
合
同

演
奏
で
し

た
。
開
催

に
あ
た
っ

て
は
元
顧

問
唐
澤
隆

博
先
生
と

世
代
の
違

う
Ｏ
Ｂ
た

ち
が
全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
、
Ｏ
Ｂ
・

現
顧
問
荒
木
先
生
・
元
顧
問
唐
澤
先
生
の

指
揮
に
よ
る
３
曲
を
演
奏
し
、
記
念
す
べ

き
30
回
目
の
定
期
演
奏
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

思
う
よ
う
に
練
習
時
間
が
取
れ
ず
、
感

覚
を
取
り
戻
す
の
に
苦
労
し
た
と
言
う
Ｏ

Ｂ
の
一
人
は
、「
夢
の
よ
う
な
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

技
術
は
な
か
な
か
現
役
の
よ
う
に
は
戻
り

ま
せ
ん
が
、
気
分
は
す
っ
か
り
高
校
生
に

戻
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
３
部
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
座
っ
て
演
奏

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ダ
ン
ス
し
な
が
ら

演
奏
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
演
出
は
、
お

客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
生
徒
た
ち

が
考
え
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
進
行
も
生

徒
た
ち
が
自
ら
行
い
ま
し
た
。
演
歌
や
ア

ニ
メ
の
曲
な
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
が
演
奏

さ
れ
る
と
、
お
客
さ
ん
は
手
拍
子
を
し
た

り
体
を
揺
ら
し
な
が
ら
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

倶
知
安
高
校
吹
奏
楽
局
に
代
々
受
け
継

が
れ
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
感
謝
の
気
持

ち
を
音
で
表
そ
う
」。
日
頃
支
え
て
く
れ

て
い
る
方
や
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
方
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲総勢 57名　ＯＢとの合同演奏（第 2部）

▲ユニークな衣装で演奏する局員（第 3部）

間における一般道と高速道路の距
離や時間を比較することで、その
利便性を体感しました。
　私たちの町に高速道路ＩＣがで
きる頃、参加した子どもたちも運
転免許を取得し、今回見学した道
路の利用者になっているのではな
いでしょうか。



町内の各種グループ・サークルの催しなどをお知らせください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information

－14－

【年末調整の時期が近づいてきました】

■年末調整とは

　給与所得者にとって、年末調整は確定申告に代わるもので、

毎月の給与やボーナスなどから徴収された所得税の今年の合

計額について、給与総額から算出した所得税額（年税額）と

比べて、生じている過不足額を精算するものです。ほとんど

の場合、年末調整を受けると所得税の納税が完了し、改めて

確定申告を行う必要がなくなります。

■年末調整を受ける際の注意

①扶養控除の申告書

　勤務先に「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」を提

出している人で、平成 28 年中に結婚、出産、就職などによ

り扶養親族に異動があったときは、その都度、この申告書を

勤務先に提出することになっています。本年中に異動があっ

てもまだ提出していない人は、年末調整に間に合うよう提出

してください。また、扶養親族で、平成 28 年中の所得が 38

万円を超える人は、扶養控除が受けられませんので、扶養親

族の所得についても今一度ご確認ください。（ただし、配偶

者については、所得が 38 万円を超える場合であっても 76 万

円未満であれば、「配偶者特別控除」が受けられます。）

　平成 28 年分の扶養控除申告書には被扶養者の「マイナン

バー（個人番号）」の記載が新たに必要となります !!

②保険料控除等の申告

　本人が支払った国民健康保険税や国民年金などの社会保険

料はその全額が、また、生命保険料や地震保険料などはその

支払った額に応じて算出した額が、それぞれ年末調整の際に

所得から控除されます。これらの控除を受けるためには、加

入先から発行された「保険料等控除証明書」などの添付が必

要になります。これらの書類が送付される時期です。こちら

も紛失にはご注意を !!

■お問合せ／町税務課住民税係　☎ 56-8003

募

集

■
募
集
期
間
／
11
月
1
日
（
火
）
〜
14
日

　
（
月
）

一
般
世
帯
向
け
（
複
数
世
帯
）

・
ノ
ー
ス
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
（
北
７
西
1
）

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

1
戸

3
階

・
南
９
条
団
地
（
南
９
西
2
）
※
浴
室
有
、

　

浴
槽
無

　

3
Ｄ
Ｋ

１
戸

※
修
繕
な
ど
が
完
了
し
て
か
ら
の
入
居
に

　

な
り
ま
す
の
で
、
入
居
可
能
に
な
る
ま

　

で
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
申
請
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
階
の
表
示
は
、
物
置
・
車
庫
な
ど
に
よ

　

り
実
際
と
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
町
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
１
２

《
臨
時
教
員
》

　

町
内
の
小
・
中
学
校
（
分
校
を
含
む
）

の
教
職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
募
集

を
し
ま
す
。

■
職
種
／
産
休
代
替
・
育
休
の
代
替
等
教

　

諭
（
北
海
道
教
育
委
員
会
に
て
採
用
）

■
勤
務
地
／
町
内
の
小
学
校
で
欠
員
が
生

　

じ
た
学
校

■
資
格
／
教
員
免
許
（
小
学
校
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
に
所
有
教
員
免

　

許
・
職
歴
な
ど
を
記
入
の
上
、
送
付

※
採
用
に
つ
い
て
は
欠
員
状
況
な
ど
に
よ

　

る
た
め
、
必
ず
採
用
と
な
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

《
学
習
支
援
員
》

■
職
種
／
学
習
支
援
員
（
パ
ー
ト
職
員
）　　

　
（
倶
知
安
町
教
育
委
員
会
に
て
採
用
）

■
勤
務
地
／
倶
知
安
町
立
倶
知
安
小
学
校

サ
ン
ス
ポ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

冬
期
会
員
募
集

■
資
格
／
教
員
免
許
（
小
学
校
・
中
学
校
・

　

高
校
の
い
ず
れ
か
）

■
期
間
／
平
成
29
年
1
月
中
旬
〜
平
成
29

　

年
3
月
中
旬

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
に
所
有
教
員
免

　

許
・
職
歴
な
ど
を
記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
送
付

　

し
て
く
だ
さ
い

問
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
56
―
８
０
１
８

■
勤
務
内
容
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援

　

員
の
補
助

■
賃
金
／
時
給
８
３
０
円

■
そ
の
他
／
勤
務
時
間
、
申
込
な
ど
詳
細

　

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
町
福
祉
医
療
課
少
子
高
齢
化
対
策
室
福

　

祉
係
☎
23
―
０
５
０
０

　

冬
期
間
（
11
月
２
日
〜
4
月
24
日
）
町

総
合
体
育
館
で
硬
式
テ
ニ
ス
を
楽
し
む

サ
ー
ク
ル
で
す
。
初
心
者
の
方
も
歓
迎
。

■
活
動
日
時
／
毎
週
水
曜
日
9
時
〜
12
時

■
会
費
／
３
０
０
０
円

※
夏
期
は
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
活
動

問
23
―
２
８
８
２
（
小
出
）

■
対
象
／
小
学
1
〜
6
年
生
、
中
学
生

■
活
動
日
時
／
土
、
日
、
祝
日
の
９
時
30

　

分
〜
正
午
ま
で

■
活
動
場
所
／
主
に
旭
ヶ
丘
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

■
入
団
費
／
７
０
０
０
円
（
1
人
）

■
後
援
会
費
／
３
０
０
０
円
（
１
世
帯
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
非
常
勤（
パ
ー

ト
）
職
員
・
支
援
員
補
助
員
募
集

臨
時
教
員
・
学
習
支
援
員
募
集

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

少
年
団
員
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集



ず
こ
の
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
の
か
わ
り
に
領
収
証
書
を
添

付
し
て
も
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」
の
照
会
は
、
控
除
証
明
書

の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
扶
養
し
て
い
る
家
族
の
国
民
年
金
保
険

　

料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
納
付
し
た
方

　

が
そ
の
保
険
料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。（
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収

　

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

■
期
間
／
11
月
14
日
（
月
）
〜
20
日
（
日
）

　
（
平
日
：
８
時
30
分
〜
19
時
、
土
日
：

　

10
時
〜
17
時
）

問
札
幌
法
務
局
倶
知
安
支
局

　

☎
22
―
０
２
３
２

　

冬
季
、
生
活
道
路
確
保
の
た
め
、
私
道

な
ど
町
除
雪
対
象
外
道
路
（
会
社
な
ど
の

施
設
構
内
等
を
除
く
）
の
除
雪
を
す
る
地

域
住
民
に
対
し
、
除
雪
業
者
へ
の
委
託
金

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
／

▼
住
宅
３
戸
以
上
で
行
う
延
長
30
㍍
以
上

　

の
車
両
通
行
可
能
な
道
路
の
除
排
雪

▼
次
に
該
当
す
る
自
力
除
雪
が
困
難
と
民

　

生
委
員
が
認
め
た
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

が
行
う
延
長
30
㍍
以
上
の
車
両
通
行
可

　

能
な
道
路
の
除
排
雪

　

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

　

②
心
身
障
が
い
や
疾
病
な
ど
の
世
帯

を
記
入
の
上
、
11
月
13
日
ま
で
に
倶
知
安

商
店
連
合
会
に
郵
送
か
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
今
回
の
購
入
は
1
世
帯
4
万
円
（
８

セ
ッ
ト
）
ま
で
で
、申
込
多
数
の
場
合
は
、

購
入
限
度
額
が
下
が
っ
た
り
抽
選
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
は
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が

つ
い
て
、
1
セ
ッ
ト
5
千
円
で
購
入
し
た

商
品
券
で
6
千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
倶

知
安
商
店
連
合
会
の
商
品
券
取
扱
店
な
ど

で
使
用
で
き
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
で
、
期
限
内
に
使
用
し

な
か
っ
た
場
合
、商
品
券
は
無
効
と
な
り
、

払
い
戻
し
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
釣

り
は
出
ま
せ
ん
の
で
千
円
以
下
の
買
い
物

で
の
使
用
に
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
倶
知
安
商
店
連
合
会
☎
23
―
０
２
２
２

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
は
、「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保

険
料)

控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
頃
に
、

平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
は
、
翌
年
の
2
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必

　

時
か
ら
公
民
館
に
て
、
電
話
受
付
は
11

　

月
９
日
（
水
）
か
ら

問
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
22
―
４
１
５
１

　

詳
し
く
は
今
月
の
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）
14

　

時
〜
（
受
付
13
時
）

■
場
所
／
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
／
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
そ
の
他
／
12
月
上
旬
に
案
内
を
発
送
し

　

ま
す
。
ま
た
現
在
、
就
学
・
就
職
な
ど

　

で
倶
知
安
町
に
住
民
票
が
な
い
場
合
で

　

も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者

　

は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
22
―
４
１
５
１

■
日
時
／
11
月
6
日
（
日
）
12
時
30
分
開

　

場
、
13
時
開
演

■
場
所
／
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
参
加
団
体
】

　

聖
月
流
聖
江
会
、
八
千
穂
流
詩
舞
研
究

会
、
日
本
吟
詠
連
盟
、
吟
詠
詩
舞
研
究
会
、

北
海
道
詩
吟
連
盟
（
錦
穂
会
、
錦
明
会
、

岳
鵬
会
、
城
葉
回
生
会
、
桑
麓
会
）

　

第
２
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
が

始
ま
り
ま
す
。

　

購
入
に
は
今
月
号
の
広
報
折
込
み
チ
ラ

シ
に
あ
る
「
購
入
申
込
書
」
に
必
要
事
項

－15－

周

知

開

催

■
結
団
式
／
12
月
４
日
（
日
）

問
倶
知
安
観
光
協
会

　

☎
55
―
５
３
７
２
（
廣
瀬
）

　

日
用
品
や
服
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
会

員
手
作
り
の
小
物
な
ど
も
販
売
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
18
日
（
金
）
10
時
30
分
〜

　

11
時
30
分

■
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

問
０
９
０
―
７
５
１
８
―
２
４
９
８
（
星

　

野
、
平
日
９
時
〜
17
時
）

町
内
の
小
中
高
校
生
の
代
表
８
人
が

「
一
日
議
員
」
と
な
り
、
西
江
町
長
に
質

問
を
し
ま
す
。
議
長
、
事
務
局
長
も
全
て

子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の

で
、
一
般
の
方
の
傍
聴
も
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
23
日
（
水
）
９
時
30
分
〜

■
場
所
／
倶
知
安
町
役
場
3
階
議
場

問
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
22
―
４
１
５
１

　
（
遠
藤
）

マ
マ
の
心
と
身
体
を
支
え
る『
産
後
ヨ
ガ
』

■
講
師
／
湯
浅
典
子
氏
（
産
後
ヨ
ガ
イ
ン

　

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
ヨ

　

ガ
認
定
講
師
）

■
日
時
／
11
月
24
日
（
木
）
10
時
〜
11
時

■
場
所
／
絵
本
館
２
階

■
対
象
者
／
０
〜
２
歳
児
の
親
子

■
参
加
料
／
無
料

■
募
集
組
／
15
組
（
申
込
先
着
順
）

■
申
込
受
付
／
11
月
8
日
（
火
）
午
前
10

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

わ
ん
ぱ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
バ
ザ
ー

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

私
道
等
除
雪
費
用
補
助

全
町
子
ど
も
議
会

倶
知
安
町
子
育
て
講
座

成
人
記
念
式
典「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

連
合
吟
詠
剣
詩
舞
発
表
大
会



〇
介
護
の
た
め
の
残
業
免
除
の
新
設

〇
育
児
休
業
お
よ
び
介
護
休
業
が
取
得
で

　

き
る
有
期
契
約
労
働
者
の
範
囲
拡
大

〇
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ
ラ
・
パ
タ
ハ
ラ
な
ど

　

の
防
止
措
置
新
設
な
ど

　

事
業
主
は
就
業
規
則
な
ど
の
改
正
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

問
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

　

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
７
１
５

　

広
報
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
臨
時

福
祉
給
付
金
」、「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
者
向
け
給
付
金
」
の
申
請
は
、
11
月

30
日
ま
で
で
す
。

■
受
付
期
間
／
11
月
30
日(

水)

ま
で(

土

　

日
、
祝
日
を
除
く) 

8
時
45
分
〜
17

　

時
30
分

■
申
請
場
所
／
町
保
健
福
祉
会
館

■
必
要
書
類
な
ど
／

　

・
印
鑑

　

・
対
象
者
全
員
の
本
人
確
認
書
類
（
保

　
　

険
証
、
免
許
証
な
ど
）

　

・
振
込
を
希
望
す
る
預
金
通
帳

　

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
年

　
　

金
額
改
定
通
知
な
ど
年
金
受
給
状
況

　
　

が
わ
か
る
書
類(

障
害
・
遺
族
基
礎

　
　

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
を
申
請
す

　
　

る
場
合)

問
町
福
祉
医
療
課
福
祉
係
給
付
金
担
当　

　

☎
23
―
０
５
０
０

　

町
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
緊
急
地
震
速

報
の
放
送
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
具

の
固
定
な
ど
地
震
へ
の
備
え
を
し
、
避
難

場
所
な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

消費生活展を開きます

　町の文化祭にあわせて消費生活展を 11

月 2 日から 11 月 6 日まで、世代交流セン

ターで開きます。

　本年も、リサイクル作品の発表をはじめ、

地産地消や、安全な生活を求めての諸展示

を計画しています。

　また、生活に関するアンケートや、臨時

苦情相談室、各資料配付なども考えていま

す。ぜひご来場ください。

 　新手の詐欺が横行しているようです

　うまい話は、転がっているものではあり

ません。おかしいなと思ったら下記にご相

談ください。

■消費生活相談室（公民館１階団体室）

■月・水・金曜日 10 時～ 15 時

　☎ 23 ー 1522

■時間外の緊急相談は☎ 22 ー 2101( 荒野）

－16－

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」

▼
酪
農
家
が
行
う
延
長
が
１
０
０
㍍
以
上

　

の
乳
牛
運
搬
用
道
路
の
除
雪

■
補
助
金
／
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
対
象

　

ご
と
に
決
定

■
申
請
手
続
き
／
建
設
課
備
え
付
け
の
申

　

請
書
、
位
置
図
、
受
益
者
名
簿
な
ど
の　

　

必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
申
請
期
限
／
12
月
1
日(
木)

必
着

　
平
成
29
年
1
月
1
日
よ
り

〇
65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の
適
用
対

　

象
に
な
り
ま
す

①
平
成
29
年
1
月
1
日
以
降
に
新
た
に
65

　

歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用

②
平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上
の

　

労
働
者
を
雇
用
し
平
成
29
年
1
月
1
日

　

以
降
継
続
し
て
雇
用

　

①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
雇
用
保
険

の
適
用
要
件
（
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
20
時
間
以
上
、
31
日
以
上
の
雇
用
見
込

が
あ
る
こ
と
）
を
満
た
す
場
合
は
管
轄
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
資

格
取
得
届
」
を
提
出
。（
②
の
場
合
は
提

出
期
限
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年

3
月
31
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

〇
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
も
教
育
訓
練
給

　

付
金
や
介
護
休
業
給
付
金
な
ど
の
支
給

　

対
象
と
な
り
ま
す

問
岩
内
公
共
職
業
安
定
所
倶
知
安
分
室
☎

　

22
―
０
２
４
８

■
施
行
日
／
平
成
29
年
１
月
１
日

《
主
な
改
正
点
》

〇
介
護
休
業
の
分
割
取
得

〇
介
護
・
看
護
休
暇
の
取
得
単
位
の
柔
軟
化

■
日
時
／
11
月
4
日
（
金
）
10
時
頃
、

　

11
月
29
日
（
火
）
11
時
頃

〇
緊
急
地
震
速
報
を
聞
い
た
ら

　

・
頭
を
守
っ
て
、
安
全
な
場
所
へ
！

　

・
危
な
い
場
所
か
ら
離
れ
て
！

　

・
お
店
で
は
、
あ
わ
て
ず
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
！

※
訓
練
の
緊
急
地
震
速
報
は
、
テ
レ
ビ
・

　

ラ
ジ
オ
の
放
送
や
、携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ

　

ア
メ
ー
ル
）
に
は
流
れ
ま
せ
ん

問
町
総
務
課
危
機
管
理
室
防
災
担
当
係

　

☎
56
―
８
０
０
０

　

プ
レ
ハ
ブ
・
コ
ン
テ
ナ
な
ど
は
建
築
基

準
法
の
「
建
築
物
」
に
な
り
、
建
築
確
認

申
請
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

期
間
を
限
定
し
て
営
業
す
る
飲
食
・
物

販
店
も
、
確
認
申
請
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
検
討
し
て
い

る
方
は
建
築
士
な
ど
に
相
談
し
ル
ー
ル

（
建
築
基
準
法
・
景
観
法
・
町
建
築
指
導

要
綱
）
を
守
っ
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
キ
ー
場
周
辺
の
地
区
で
は
、
景
観
申

　

請
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
後
志
総
合
振
興
局
建
築
指
導
課
建
築
住

　

宅
係
☎
23
―
１
３
７
３
、
町
ま
ち
づ
く

　

り
新
幹
線
課
建
築
指
導
係
・
ま
ち
づ
く

　

り
係
☎
56
―
８
０
１
２

　

様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら
せ
な

い
子
ど
も
た
ち
は
、
全
国
で
約
４
万
６
千

人
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
う
ち
、

自
分
の
家
庭
に
受
け
入
れ
て
育
て
る
方
を

「
里
親
」
と
言
い
ま
す
。「
里
親
」
は
特
別

な
方
し
か
な
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
は
ど
こ
に
で
も
い
る
普
通
の
家
庭
の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
で
も
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
里
親
と
し
て
登
録

し
、
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

の
養
育
を
担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

問
北
海
道
中
央
児
童
相
談
所
☎
０
１
１
―

　

６
３
１
―
０
３
０
１
（
矢
野
）

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
に
つ
い
て

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

育
児
・
介
護
休
業
法
お
よ
び
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

「
里
親
制
度
」
に
つ
い
て

プ
レ
ハ
ブ
・
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の

設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ



灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
の
漏
洩
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　　

秋
も
深
ま
り
、
各
家
庭
で
は
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
式
灯
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油

す
る
場
合
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
完
全
に

消
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
給
油
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

暖
房
用
灯
油
、
除
雪
機
用
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
を
保
管
す
る
と
き
は
、
必
ず
専
用
の
容

器
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
に
つ
い
て
も
漏
洩
事
故
防
止
の
た
め
配

管
の
ひ
び
割
れ
や
残
量
ゲ
ー
ジ
な
ど
の
破

損
が
無
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

10 月 14 日 ( 金 ) までに住民環境課住民係へ

届け出があったもので、承諾を受けた内容

について掲載しています。

平成 28年 平成 27年
人　身 26件 15件
物　損 448 件 372 件
死　者 0名 0名

9 月末までの
町内交通事故発生状況

平成 28年 平成 27年
火　災 6件 13件
救　急 626件 626件
救　助 31件 23件
その他 64件 56件

9 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

人の動き　平成 28 年 9月末現在

人　　　　　口

　　　男

　　　女

世　　帯　　数

15,300 人

 7,666 人

 7,634 人

7,838 世帯

（前月比 - 24）

（前月比 - 14）

（前月比 - 10）

（前月比 -  7）

うち外国籍住民 457人（前月比 ±  0）

主
な
事
件

▽
窃
盗
（
空
き
巣
）
事
件
の
発
生

　

不
在
中
の
住
宅
か
ら
金
銭
が
盗
ま
れ
る

事
件
が
発
生
し
ま
し
た

▽
窃
盗
（
車
上
ね
ら
い
）
事
件
の
発
生

　

駐
車
車
両
内
か
ら
カ
ー
ド
類
が
盗
ま
れ

る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た

▽
建
造
物
侵
入
事
件
の
発
生

　

建
物
の
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
、
内
部
に
侵

入
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た

交
通
事
故

▽
９
月
９
日
、
直
進
車
両
と
小
学
生
児
童

が
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た

▽
９
月
９
日
、
直
進
車
両
と
右
折
待
ち
停

止
車
両
の
追
突
事
故
に
よ
り
、
停
止
車
両

が
押
し
出
さ
れ
、
対
向
車
両
と
衝
突
す
る

多
重
衝
突
事
故
が
発

生
し
ま
し
た

ごめいふくをお祈りします

  遺言を実現しようとするとき、書いた本人は、もうこの世にい

ないので、本当に本人が書いたのか、どういう意味なのかなどを、

本人に確認することができません。そのため、遺言書の書き方に

ついて、法律でルールが決められています。自筆で書く遺言書の

場合には、作り方にも、訂正の仕方にも、ルールがあります。

　さて、気が変わり、前に作った遺言を撤回することがあります

が、民法は、「いつでも、遺言の方式に従って、その遺言の全部

又は一部を撤回することができる」としており、やはりルールに

従い撤回する必要があります。書いた本人が自分の意思で「破棄」

したときも、撤回したとみなすことが認められています。

　最高裁平成 27 年 11 月 20 日判決の事案では、発見された遺言

書には、文面全体の左上から右下にかけて赤色のボールペンで 1

本の斜線が引かれていました。この事件で大きく争われたのは、

本人が斜線を引いたことが、「破棄」であり、遺言の撤回といえ

るかどうかでした。最高裁は、遺言書の文面全体に斜線を引くこ

とは、遺言の全部の効力を失わせる意思の表れとみるのが相当で

あるとして、撤回を認めました。

　遺言の抹消には、様々な事案が考えられますので、ひとつの参

考事例として、この最高裁をご紹介します。

　ご自身の意思が、亡き後、きちんと実現されるよう、また、遺

された大切な人が、遺言をめぐり争うことの無いよう、遺言は、

ルールに従い、作成したり、撤回したりすることが肝要といえる

でしょう。

－17－

遺
言
書
の
撤
回

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士　古宮　靖子
　☎      0135-61-4777
　FAX　0135-61-4888



ミ ュージアムミ

 杉山留美子さんが、小川原脩ととも

にインド北東部のラダックへ旅立った

のは、今から 30 年以上前の 1983 年。

片や 41 歳、片や 72 歳。親子ほども年

は違いますが、ともに自分の表現世界

をとことん追い求めるタイプでした。

ラダックを訪ねた頃、小川原は人と動

物と自然が混然一体となって織りなす

世界へ、そして杉山さんは、この世に

降り注ぐ光の描出へと足を踏み入れて

いました。チベット文化が色濃く残る

ラダックには、それぞれが求める表現

への手掛かりがあったのでしょう。小

川原は形にこだわり、杉山さんは純粋

な抽象。画風は全く異質ですが、もし

かしたら、二人は同じ世界を別な方向

から見ていただけかもしれません。

美術館から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

11 月の休館日

1日、8日、15 日、22 日、29 日

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分まで）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

－18－

展覧会のお知らせ

「小川原脩展　ある画家の軌跡」

　20 ～ 30 歳代の前衛的な作品、戦後郷里で描かれた自己の心境、境遇

を託したかのような動物たちの姿、そして 70 歳代からのアジアを舞台

にした新たな展開を見せる作品。その時々の小川原の視点を示す代表作

の数々により、70 年に及ぶ一人の画家の歩みを辿ります。

　会期：開催中～ 12 月 11 日（日）

■常設展示

■企画展示

アート・イベントのお知らせ

「ファゴットだらけ」演奏会～名曲を柔らかな響きに乗せて～

出演：「ファゴットだらけ」（岡田恵美さん、八木聡子さん、前川公美夫

さん）

日時：11 月 26 日（土）14 時～ 15 時

会場：当館ロビー（無料）

既に 16 世紀には使われていた伝統あるファゴット、別名バスーン。深

く響き渡る低音から甘いメロディまで自由自在に奏でるアンサンブルの

魅惑的な音色をお楽しみください。

■ミュージアム・コンサート

■土曜サロン
「ミュージアム・シネマ『ポロック～二人だけのアトリエ』（アメリカ・

2000 年・123 分）」

日時：11 月 5 日（土）14 時～ 16 時 10 分

お話し：柴　勤（当館館長）　　　会場：当館映像ルーム　聴講無料

「小川原脩のスケッチブック」

日時：11 月 19 日（土）14 時～ 15 時

お話し：沼田絵美（当館学芸員）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

「杉山留美子展　光満ちるとき」

　作家自ら私的曼荼羅と呼ぶ幾何学的な抽象表現の時代を経て、色彩・

光の表現の追求へ。赤、青などの鮮やかな色彩は次第に純度を増し、最

終的にはまばゆい朝の光を感じさせるような、静謐な空間に到達しまし

た。杉山留美子の「光の絵画」の世界をお楽しみください。

会期：開催中～ 12 月 11 日（日）

小川原脩記念美術館開館記念日＜無料開放＞

11 月 3 日（木・祝）9時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

その他お知らせ

第 9回「ふるさとを描こう」入賞者発表

　今年は、管内 15 校の小学校から 72 点の応募作品がありました。各学年から 3 点、全 18 点を「ふるさと賞」入賞作品とし

て選考しました。倶知安町内の小学校からの入賞者と学校賞は次のとおりです。

＊ふるさと賞／荒木　柊（東小 1 年）

　　　　　　　芦田一瑚（東小 2 年）

　　　　　　　北川ゆり（倶知安小 3年）

　　　　　　　三田彩葉（北陽小 3年）

小野耀大（倶知安小 3年）

川本悠月（北陽小 4年）

辻　裕輝（北陽小 5年）

渡辺鉄兵（倶知安小 6年）

板倉隆一郎（倶知安小 6年）

千石小桜（北陽小 6年）

＊学校賞／倶知安小学校、北陽小学校

◎ふるさと賞入賞作品は 11 月 3 日～ 11 月 13 日まで小川原脩記念美術館で展示します

◎応募された全作品は 11 月 15 日～ 12 月 11 日まで文化福祉センターで展示します



404 回

－19－

風土館講座のお知らせ

―温泉だいすき―

『雪の中の馬』

1973 年　小川原　脩　画

　ほんの先日まで暑かった日が続いたような印象があるのだが、すでに羊蹄山の

山頂が白くなってしまった。周囲の山々もいまや紅葉と落葉の真っ最中である。

　寒くなるとストーブ、鍋料理そして温泉など、暖かいものが恋しくなる。気持

ちが少しでも暖まることを期待し、温泉に生活の全てを託している昆虫について

お伝えしよう。

　五色温泉の泉源に行くと、湧き出した温泉水が硫黄の黄色い色を引いて流れて

いる。温泉水の流れる岸辺にたくさんの昆虫がいる。大きさはほんの3㍉ほどで、

近づくと飛んで逃げるが、すぐに近くの地上に静止する。目立たない灰褐色なの

で、まるでワラワラとゴマを散らしたみたいに見える。余りにも小さいのでほと

んどの人は気がつかないのだが、その数はかなり多い。

　「馬の絵」というとき、多くの人は馬のからだ全体を横から見た姿をイメージすると

思う。しかし、小川原脩の描く馬は、向きも形もさまざまである。正面を向いた、顔だ

け。横を向いた、顔だけ。さらにはずんぐりとした胴体がほとんどで、顔は逆さま。「こ

れは『カバ』ですよね」と問われることもしばしばである。この作品も、赤茶色の大きなかたまりとして、馬の体を

中心に、後姿が描かれている。林の中、脚が埋まるほどの雪で行くことも戻ることもできずに、耳を伏せ視線を向け

る一頭の馬の姿だ。小川原脩が描く馬はサラブレッドではない。そのほとんどは農耕馬である。ここ倶知安でも、か

つては人と共に暮らし、プラウを曳き、農業の主戦力として活躍していた。それも 1950 年代の終わり頃にはすっか

り機械に置き換わった。日常で馬を間近に見ることも無くなった今、小川原の描く馬の肉感だけが真に迫ってくる。

　絵の具の掠れたところからは、下に重なった色が見え隠れする。強い風が吹きつけ舞い上がる雪とその合間から見

える木立の光景が、実感をもって目の前に再現される。冬の風音が聞こえるようだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

　この小さな虫はハエの仲間で、その名もオンセンバエという。その名のとおり、幼虫は温泉水の中で増殖する藻類

を食べて成長してサナギになり、成虫も温泉水のすぐそばにとどまって生活している。一見、ひ弱で飛ぶ力も弱そう

に見えるけれど、日本列島はおろか、ユーラシア大陸から北アメリカにまで広く分布する。ただし、どこにでもいる

のではなくて温泉地に飛び飛びに生息する。このハエほど温泉と強く結びついた生活を送る虫は他に知られていない。

　野趣あふれる露天風呂に行かれたら、ぜひ湯船の周りに注意を向けて欲しい。ゴマ粒ほどのこのハエがいるかも知

れない。ハエの仲間ではあるが、いわゆる汚物とは関係がないので、くれぐれもご安心を。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　

▲オンセンバエ

　「くっちゃんアーカイブ」についての講座（講師：新谷保人さん 京極町湧学舘副館長）の第 1回目が 10 月 16 日（日）に開

催され、アーカイブの維持には資料の所有権と著作権が重点であること、所有者とは別人が所有者の了解の上でデジタルデー

タを WEB 上で公開し、さらにそれを公的機関が後押しすることで公的なアーカイブの設置につながった実例などが紹介されま

した。

次目は 11 月 5 日（土）の午後 3 時からです。内容は「倶知安を扱った文学作品や倶知安出身の作家を通してわが町を眺める

ことをデジタルで行うとどうなるか」です。ぜひご来聴ください。



広
報
く
っ
ち
ゃ
ん

11
月
号

NO.1054
平

成
28

年
11

月
1
日

発
行

■
発

行
・

編
集

　
倶

知
安

町
総

合
政

策
課

企
画

振
興

室
広

報
広

聴
係

 ☎
0
136-56-

8001
　

公
式

Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ

イ
ト

http://www.town.kutchan.ho
kkaido.

jp/　
 
  

in
fo

@t
ow

n.
ku

tc
ha

n.
lg

.j
p　

■
印

刷
　（

有
）

旭
太

陽
堂

印
刷

若男女問わず心を豊かにして

くれますので、多くの方の来

場を期待しております。

　これからの時期、冬型の路

面状態となりスリップ事故が

多発します。早めのタイヤ交

換と路面状況に応じた運転を

心がけましょう。

New Books

　10 月初旬は比較的気温が高く、羊蹄山の初冠

雪は平年より 1週間遅い 10 月 7 日となりました。

晩秋となり、もうすぐ平地にも初雪の便りがくる

時期となりました。

　10 月 1 日に自らの健康保持と体力向上のきっ

かけとなるよう、第 2回町民リバーパークマラソ

ン記録会を実施しました。新たに 10 ㌔と親子で

走ろう 1㌔のコースを設け、天候にも恵まれ、参

加した多くの方が心地よい汗をかきました。来年

はぜひ皆さんも参加してみてはいかがでしょう。

　10 月中旬からまちづくり懇談会を開催してお

り、町民の生活に密着した話や課題、今後のまち

づくりについて様々な意見が出されています。今

月も 4会場で行いますので、ぜひご参加ください。

　11月13日まで町総合文化祭が開催され、ステー

ジ発表や展示が行われています。文化・芸術は老

西江栄二西江栄二

－20－

今月のメニュー

あ っ た か 豆 乳 ス ー プ

（スープ）1人分
エネルギー　165kcal

塩分　1.2g

たまねぎ　　　　
にんじん　　
しめじ
ブロッコリー
鶏肉
塩こしょう
バター
豆乳・水
みそ

△マラソン記録会にて

　10 ～ 17 時（月曜休館）

①たまねぎは千切り、にんじんはいちょう切り、しめじは石
づきを取って小房に分ける。ブロッコリーは小房にして茹
でておく

②鶏肉は一口大に切っておく
③鍋にバターを熱し、たまねぎ、にんじん、しめじ、鶏肉を

炒めて水を入れて柔らかくなるまで煮る
④豆乳を加えて、みそを溶き入れ塩こしょうで味を調える。

★ 作りかた

　寒い朝、つい朝食を抜いてしまうという方はいませんか？
朝食と睡眠や生活リズムには密接な関係があります。体に
は体内時計という機能があり、1日の睡眠リズムを調整し
ています。朝にきちんと目覚めるためには、朝に眼で日光
をあびることと、朝食を摂ることが刺激となり重要です。
脳の栄養としての糖質（米飯やパンなど）とは別に、蛋白
質（肉・魚・大豆製品など）が肝臓の体内時計をリセット
し新たな１日のリズムを作ります。今回のメニューは蛋白
質（鶏肉・豆乳）が豊富で、体も暖まるので、寒い季節にしっ
かり目覚めるためにはお勧めの一品です。睡眠は、乱れる
とうつ傾向にもなりやすく、日照時間が短いこれからの季
節は特に大切にしていきたいものです。

絵本館 公民館3階図書室　　10 ～ 18 時（水曜休館）

＊＊＊＊＊
す
す
め
！
ゆ
き
の
き
ゅ
う
じ
ょ
た
い

竹
下
文
子

ア
ブ
ナ
イ
お
ふ
ろ
や
さ
ん

山
本
孝

お
も
し
ろ
い
！
進
化
の
ふ
し
ぎ

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
辞
典

今
泉
忠
明

赤
ち
ゃ
ん
ネ
コ
の
す
く
い
か
た

児
玉
小
枝

お
し
り
た
ん
て
い　

ふ
め
つ
の
せ
っ
と
う

だ
ん

ト
ロ
ル

ル
ル
と
ラ
ラ
の
よ
う
こ
そ
タ
ル
ト

あ
ん
び
る
や
す
こ

あ
ま
か
ら
す
っ
ぱ
い
物
語
1　

初
恋
の
味

濱
田
京
子

学
研
ま
ん
が　

Ｎ
Ｅ
Ｗ
日
本
の
伝
記　

紫
式
部

谷
口
孝
介

鉄
道
な
ぜ
な
に
ブ
ッ
ク

渡
部
史
絵

学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
大
切
な
こ
と
12　

ネ
ッ
ト
と
ル
ー
ル

※
11
月
29
日
（
火
）
は

　

図
書
整
理
日
の
た
め
お
休
み

＊＊＊＊＊
　

＊＊＊＊＊＊＊
失
踪
者

下
村
敦
史

長
流
の
畔
流
転
の
海
第
８
部

宮
本
輝

日
本
核
武
装

高
嶋
哲
夫

望
み

雫
井
脩
介

料
理
通
異
聞

松
井
今
朝
子

み
か
づ
き

森
絵
都

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
憂
鬱

中
山
七
里

わ
ず
か
一
し
ず
く
の
血

連
城
三
紀
彦

漂
流

角
幡
唯
介

な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
人
は
貯
金
５
０
０
万
円
で

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
の
か

イ
ギ
リ
ス
式
中
流
老
後
の
つ
く
り
方

井
形
慶
子

※
11
月
24
日
（
木
）
は

　

図
書
整
理
日
の
た
め
お
休
み

＊＊＊

1/2 個　
1/2 本　　　
1/2 パック
3～ 4房
50g
少々
少々
200 ㏄
大さじ 1

★ 材料（2人分）

朝食におススメ！
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